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第
七
章

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷

一
九
〇
七
年
の
設
置
（
設
置
当
初
は
札
幌
農
学
校
水
産
学
科
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
水
産
学
科
を
経
て
、
一
八
年
に
北
海
道
帝

国
大
学
附
属
水
産
専
門
部
）
以
来
、
日
本
唯
一
の
水
産
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
附
属
水
産
専
門
部
で
は
、
二
三
年
頃
か
ら
水
産
学
発

展
の
た
め
に
は
水
産
学
部
へ
の
再
昇
格
、
あ
る
い
は
水
産
専
門
部
の
独
立
お
よ
び
高
等
水
産
学
校
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

教
官
や
卒
業
生
の
間
か
ら
出
さ
れ
、
総
長
佐
藤
昌
介
や
文
部
省
へ
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
。
大
学
当
局
は
当
時
、
農
学
部
の
拡
充
と

理
学
部
の
創
設
に
専
心
し
て
い
た
た
め
水
産
学
部
の
設
置
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
文
部
省
で
は
水
産
専
門
部
と
し
て
の
独
立
を
審

議
し
、
二
九
年
の
帝
国
議
会
で
函
館
に
高
等
水
産
学
校
の
設
置
を
決
定
、
附
属
水
産
専
門
部
を
独
立
し
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

初
の
予
定
で
は
二
九
〜
三
一
年
の
三
カ
年
事
業
と
し
て
予
算
が
組
ま
れ
、
さ
ら
に
函
館
市
が
二
万
坪
の
敷
地
と
二
五
万
円
の
寄
付
を
申

し
出
た
た
め
函
館
市
で
の
設
立
を
決
定
し
た
が
、
昭
和
恐
慌
と
世
界
恐
慌
に
よ
る
経
済
的
な
不
安
定
な
ど
が
原
因
で
、
高
等
水
産
学
校

の
開
設
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
三
五
年
四
月
、
附
属
水
産
専
門
部
は
廃
止
、
新
た
に
漁
撈
、

養
殖
、
製
造
の
三
学
科
か
ら
な
る
函
館
高
等
水
産
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。

本
章
で
は
、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
に
つ
い
て
、『
北
大
水
産
学
部
七
十
五
年
史
』
と
『
北
海
道
大
学
所
属
国
有
財
産
沿
革
』（
十

二
冊
の
内
其
十
一
）
を
基
礎
資
料
に
概
観
す
る
。

第
一
節

戦
前
の
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
函
館
高
等
水
産
学
校
か
ら
函
館
水
産
専
門
学
校
―
―

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
施
設
の
建
築
工
事
着
工
は
、
開
校
の
二
年
前
の
一
九
三
三
年
九
月
に
始
ま
る
。
函
館
市
の
寄
付
に
よ
る
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鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
の
化
学
細
菌
学
実
験
室
（p.a.229

）、
養
殖
学
動
物
学
実
験
室
、
養
魚
用
温
室
な
ど
で
、
三
四
年
十

月
に
竣
工
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
翌
三
五
年
三
月
に
は
木
造
二
階
建
て
の
本
館
な
ら
び
に
講
堂
（p.a.227

）、
図
書
館
、

銃
剣
道
場
・
生
徒
控
所
・
銃
器
室
、
汽
罐
室
・
変
電
室
が
竣
工
し
、
寄
宿
舎
を
除
い
て
五
月
一
日
の
開
校
へ
の
準
備
は
ほ
ぼ
整
っ
た
。

こ
れ
よ
り
遡
る
同
年
一
月
七
日
に
函
館
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
土
地
は
、
校
舎
敷
地
（
ほ
ぼ
現
在
地
）
一
万
五
〇
四
〇
坪
五
四
二
、
隣
接

す
る
網
干
場
（
現
在
地
）
三
〇
八
一
坪
五
六
二
、
函
館
市
弁
天
町
の
臨
海
実
験
場
敷
地
五
〇
〇
坪
五
三
で
あ
っ
た
。
開
校
式
の
式
辞
で

校
長
佐
々
茂
雄
は
「
こ
の
地
（
函
館
、
引
用
者
注
）
に
創
設
さ
れ
た
理
由
と
経
過
」
と
し
て
「
本
校
の
敷
地
と
建
物
の
一
半
は
函
館
市

民
の
奉
仕
に
よ
る
所
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
年
に
函
館
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
火
を
考
え
る
と
、
い
か
に
函
館
市
民
が
高
等
水
産
学
校

の
誘
致
を
望
ん
で
い
た
か
を
窺
い
知
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
め
て
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
学
生
達
が
持
っ
た
印
象

は
、
緑
な
ど
全
く
な
い
殺
風
景
な
茫
漠
た
る
砂
原
の
中
に
建
つ
新
校
舎
で
あ
っ
た
と
い
う
。

開
校
か
ら
約
一
カ
月
遅
れ
て
五
月
二
十
九
日
に
寄
宿
舎
（
北
晨
寮
）（p.a.233

）
が
竣
工
し
た
。
翌
一
九
三
六
年
三
月
に
北
半
分
を

焼
失
す
る
が
、
北
水
同
窓
会
（
水
産
学
部
同
窓
会
）
の
寄
付
に
よ
り
、
同
年
十
一
月
に
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
に
は
戦
前
期

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
も
規
模
の
大
き
い
漁
撈
製
造
実
習
工
場
（p.a.230

）
が
竣
工
し
て
い
る
。

網
干
場
（p.a.441

）
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
上
磯
街
道
（
国
道
二
二
八
号
）
を
越
え
て
す
ぐ
の
上
磯
町
字
七
飯
浜
に
あ
る
。
漁
業
実

習
用
の
船
艇
や
網
を
保
管
す
る
倉
庫
と
し
て
、
一
九
三
六
年
に
網
倉
（
木
造
二
階
建
一
部
平
家
）
と
油
庫
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

家
）
各
一
棟
、
四
一
年
に
は
艇
庫
二
棟
（
い
ず
れ
も
木
造
平
家
）
が
建
て
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
現
役
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
構
内
に
は
養
魚
温
室
裏
手
に
土
俵
（p.a.236

）
が
あ
っ
た
。
相
撲
大
会
は
、
一
九
〇
九
年
二
月
二
十
一
日
の
オ
コ
ッ
ク

会
（
北
水
同
窓
会
の
源
流
）
創
立
記
念
日
に
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
予
科
道
場
で
行
な
わ
れ
て
以
来
の
伝
統
で
、
そ
の
後
の
新
入
生
歓
迎

会
と
し
て
定
着
し
た
と
い
う
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
に
も
水
産
専
門
部
水
産
学
実
習
室
の
裏
手
に
土
俵
が
あ
っ
た
（p.a.066

）。
か

つ
て
水
産
と
相
撲
に
は
深
い
縁
が
あ
っ
た
。
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「
真
に
水
産
業
の
実
を
揚
げ
る
有
為
の
人
材
、
こ
と
に
国
際
漁
場
に
於
い
て
漁
業
船
隊
を
統
率
し
、
科
学
的
に
指
導
啓
発
の
任
に
当

る
優
秀
な
海
上
技
術
者
を
要
望
す
る
こ
と
を
切
な
る
」（『
親
潮
』
七
八
号
、
一
九
四
一
年
）
理
念
に
よ
り
、
四
一
年
三
月
三
十
一
日
、

遠
洋
漁
業
科
が
設
置
さ
れ
、
四
月
二
十
六
日
入
学
式
が
行
な
わ
れ
た
。
函
館
市
の
川
畑
孫
市
は
遠
洋
漁
業
科
の
設
置
に
共
感
し
、
私
財

一
五
万
円
を
寄
付
し
て
遠
洋
漁
業
科
教
室
（p.a.237

）
な
ら
び
に
訓
育
寮
（
遠
洋
漁
業
科
寄
宿
舎
、p.a.228

）
の
二
棟
を
建
築
し
、
さ

ら
に
内
容
充
実
費
と
し
て
、
一
〇
万
円
の
寄
付
を
申
し
込
ん
だ
。
特
に
遠
洋
漁
業
科
教
室
は
寄
付
者
に
ち
な
み
「
川
畑
講
堂
」
と
呼
ば

れ
た
。
戦
中
に
は
、
東
京
市
の
五
十
嵐
与
助
の
寄
付
に
よ
り
、
滑
空
機
（
グ
ラ
イ
ダ
ー
）
と
そ
の
格
納
庫
が
寄
贈
さ
れ
た
。

一
九
四
四
年
三
月
三
十
一
日
に
、
函
館
高
等
水
産
学
校
は
函
館
水
産
専
門
学
校
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
間
も
な
く
終
戦
を
迎
え
、
四
五

年
十
月
か
ら
米
軍
に
よ
る
北
海
道
進
駐
が
始
ま
る
。
九
月
三
十
日
進
駐
軍
司
令
官
か
ら
、
十
月
三
日
正
午
ま
で
に
全
校
を
清
潔
の
状
態

に
お
い
て
明
け
渡
す
よ
う
命
令
が
下
る
。
移
転
先
は
函
館
市
内
の
東
川
国
民
学
校
。
大
火
復
興
建
築
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る

が
、
狭
く
て
教
室
数
も
少
な
く
、
か
つ
食
糧
事
情
も
悪
か
っ
た
の
で
、
生
徒
た
ち
は
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
九
四
六
年
二
月
七
日
、
進
駐
軍
の
失
火
に
よ
り
、
新
築
間
も
な
い
川
畑
講
堂
は
焼
失
し
た
。
翌
年
一
月
、
突
然
、
校
舎
返
還
の
通

告
を
受
け
る
が
、
冬
期
休
暇
中
で
あ
っ
た
た
め
、
函
館
市
内
在
住
の
生
徒
を
集
め
て
移
転
作
業
を
行
っ
た
。
わ
ず
か
一
〇
日
で
移
転
を

完
了
さ
せ
た
が
、
内
部
の
設
備
は
著
し
く
破
損
し
て
い
た
。
ま
た
、
貴
重
な
標
本
類
の
多
く
が
、
接
収
・
移
転
の
混
乱
の
中
、
散
逸
し
た
。

一
九
四
九
年
三
月
二
十
五
日
、
遠
洋
漁
業
科
教
室
（p.a.239
）
が
再
建
さ
れ
、
以
前
と
同
様
に
川
畑
講
堂
と
呼
ば
れ
た
。

第
二
節

戦
後
の
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
北
海
道
大
学
水
産
学
部
―
―

一
九
四
九
年
五
月
三
十
一
日
、
新
制
北
海
道
大
学
成
立
と
同
時
に
、
水
産
技
能
教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
函
館
水
産
専

門
学
校
と
、
水
産
学
研
究
を
目
的
と
し
た
農
学
部
水
産
学
科
（
札
幌
に
お
い
て
一
九
四
〇
年
に
設
置
）
を
合
同
し
た
水
産
学
部
が
新
設
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さ
れ
た
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
水
産
学
部
は
五
三
年
十
二
月
一
日
ま
で
に
函
館
移
転
を
完
了
さ
せ
、
五
四
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
函
館
水
産
専
門
学
校
は
廃
止
と
な
っ
た
。

一
九
五
七
年
十
月
六
日
、
水
産
学
部
五
〇
年
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
寄
付
金
に
よ
り
、
翌
五
八
年
二
月
三
日
に
標
本
室（p.

a.240

）
が
建
て
ら
れ
た
。
現
在
の
水
産
資
料
館
の
旧
館
部
分
で
あ
る
。
六
〇
年
に
は
大
洋
漁
業
株
式
会
社
の
寄
付
に
よ
り
、
北
洋
水

産
研
究
館
（p.a.248

）
が
建
て
ら
れ
た
。

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
以
後
、
わ
ず
か
二
十
数
年
し
か
経
て
い
な
い
各
施
設
で
あ
る
が
、
大
半
の
施
設
が
木
造
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
進
駐
軍
の
接
収
が
建
物
の
老
朽
化
を
加
速
度
的
に
進
行
さ
せ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
に
新
北
晨
寮
（p.a.567

）
が
建
設
さ
れ
る
。
七
〇
年
以
降
、
順
次
老
朽
建
物
の
更
新
が
行
な
わ
れ
、
七
〇
〜
七
一
年
に
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
六
階
建
て
の
管
理
研
究
棟
（p.a.243

）
な
ら
び
に
同
二
階
建
て
の
講
義
棟
が
旧
北
晨
寮
跡
地
に
Ｌ
字
型
に
配
置
さ
れ
建
設

さ
れ
る
。
戦
前
に
本
館
と
川
畑
講
堂
が
Ｌ
字
型
に
並
ん
だ
様
子
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
七
二
年
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建
て
の
図
書
館
（p.a.250
）
が
建
ち
、
そ
の
後
八
一
年
に
か
け
て
実
験
棟
・
研
究
棟
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
次
々

と
更
新
さ
れ
て
い
く
。
お
よ
そ
こ
の
時
点
で
、
ほ
ぼ
現
在
と
同
様
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
骨
格
が
で
き
あ
が
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
は
実
験
・
研
究
施
設
か
ら
、
福
利
厚
生
・
環
境
整
備
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
七

八
年
に
福
利
厚
生
会
館
（
北
大
生
協
水
産
学
部
店
、p.a.252
）
、
体
育
館
（p.a.245

）を
皮
切
り
に
、
八
二
年
に
は
課
外
活
動
施
設
（
サ
ー

ク
ル
会
館
）、
翌
八
三
年
に
は
水
産
学
部
創
基
七
十
五
周
年
記
念
事
業
後
援
会
の
寄
付
に
よ
り
水
産
資
料
館
（p.a.242

）
が
増
築
さ
れ

た
。
八
八
年
に
は
、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
現
存
す
る
唯
一
の
戦
前
期
の
遺
構
で
あ
る
講
堂
の
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
る
。
九
四
年
に

は
、
学
内
環
境
整
備
の
一
環
で
親
水
公
園
を
併
設
し
た
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
造
成
さ
れ
た
（p.a.251

）。
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
当
初
の
茫
漠

と
し
た
風
景
は
、
今
は
も
う
な
い
。
緑
豊
か
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
教
職
員
や
学
生
達
が
憩
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
よ
う
や
く
姿
を
現

し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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